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児童養護施設の子どもたちに
気づき、きっかけ、希望を

任意団体 3keys
児童養護施設への学習ボランティア派遣



・虐待（育児放棄含む）

・貧困

⇒学習の環境がない

⇒自尊心が育まれにくい

周りが出来る事が出来ない

基礎学力に穴がたくさん

あまりにも遅れてる学習

さらなる「自己否定感」

学ぶ事に対する劣等感・
拒否

学校へ行きたくない

「どうせ無理」という自己
否定感から、前に進む気力
がない

低学歴・選択肢の狭さ

社会的自立が出来ない

雇用の不安定・低賃金

貧困状態になりやすい

ホームレス化

（虐待に繋がることも）

■児童養護施設における課題～学習～

児童養護施設に来る子どもたちは
「虐待」「貧困」家庭が多く、学習遅れが進んでいる事が多い

元々の家庭 学校教育12年間

社会的自立に向けて社会に出た後



· 施設「子ども：職員＝６：１」

· 職員の負担の多さ

· 塾費・学費が十分でない

■児童養護施設へ学習ボランティア派遣

児童養護施設

説明会・面接による

マッチング

ボランティア

· 教師・保育士を目指している大学生

· 何かしたい、役立ちたい

· 塾講師、教師経験者

· 都内６施設（５８施設中）と提携

· ３施設に２３名派遣(５０名登録）

· マンツーマンの学習ボランティア



· 3keysのポジショニング・役割がわかった
■NEC社会起業塾開始から半年間
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3keys

児童養護施設職員の役割とされてる領域

児童養護施設職員だけでは

ケアが不十分な部分



· 現場のニーズが高いことが分かった
· 施設からの声（ヒアリングに基づく）

· 「学習ボランティア頼むには、地域の区民館に行ったり、大学に行っ
たりかなり面倒で、業務に追われてる中、後回しになりがちだった。
しかも募集してもなかなか集まらなかった。3keysは、要望を伝えれば
要望に沿ったボランティアさんを紹介してくれるので助かる。」

· 「これまでは、ボラさんに対して一から施設について説明してたので
大変。ボラさんも背景があまり理解出来ず、責任感が強くなく、すぐ
やめたり、ドタキャンが多かった。3keys紹介のボラさんは、責任感も
強いし施設を理解した上で来るのでとても心強い。」

· 「子どもが数学が苦手だったら、数学が得意な人を探してくれるので
良い。これまでは、実習生などになんとかお願いしてたので、必ずし
も教えられるとは限らなかった。」

「子どものニーズに合った」「説明会・面接を経て、施設を理解した」
ボランティアを。職員の負担は最小限に。

■NEC社会起業塾開始から半年間



■NEC社会起業塾開始から半年間

学力

自尊心・意欲

かなり遅れている
(発達障がい児含む）

少しだけ
遅れている

学年相応
レベル

高

中

低

★学ボラが有効★
・週に１～２時間
わからない箇所のみ教える

・学習の成果を褒めてくれる
人がいる
・経済的な環境が整えば、
塾に行ってもついていける

★学ボラをつけても効果が出づらい★

・学習がかなり遅れていたり、
学習の習慣すらついていない中で
週１～２時間では遅れを取り戻しづらい

・「やっても無理」と思ってる中、
コミュニケーションによって自尊心を
あげる事は学ボラには難しい

11：：11の学ボラに任せるにはの学ボラに任せるには
難しすぎる難しすぎる

· 学習ボランティアの課題もわかった
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■NEC社会起業塾開始から半年間

★学ボラをつけても効果が出づらい★

・学習がかなり遅れていたり、
学習の習慣すらついていない中で
週１～２時間では遅れを取り戻しづらい

・「やっても無理」と思ってる中、
コミュニケーションによって自尊心を
あげる事は学ボラには難しい

「学力」と「意欲」が確実に上がる教材の使用
「スモールステップ教材」によって
①小さな成功体験による「意欲」向上
②学習の穴をなくし「基礎学力」をつける

体系化されており
どの学ボラ
が実施しても
一定の効果が
出るもの

なるべく低学年から
ケアしていく



学校・塾

スポーツ・
芸術

カタリバ・
総合学習

社会的自立へ
（Bridge For 

Smile）

基礎学力
（3keys）

やればやれば
出来る！！

・「家庭教育」や「小学校低学年」で習得されて当たり前とされていて、
どこもケアを行っていない「基本的な学力（算数、漢字）」を身につける
・「やったら出来た」を増やし、「やれば出来る」という自尊心を育む

■次のフェーズへ



■課題を感じてからこれまで
■学習効果が出ている施設

· 和歌山児童養護施設 旭学園の見学(大学教授とタイアップ)
· 兵庫県児童養護施設 二葉園の見学(公文)
· 東京都児童養護施設 朝陽学園ヒアリング（公文）

· 東京都児童養護施設 武蔵野児童学園ヒアリング(公文)
· 東京都児童養護施設 若葉寮ヒアリング

■学習があまりうまく行っていない施設

· 東京都児童養護施設 聖ヨゼフホームヒアリング(過去に公文導入)
· 広島県児童養護施設 子供の家三美園ヒアリング（過去に公文導入)
· 大阪府児童養護施設 武田塾 ヒアリング(学ボラ)

· Bridge For Smile林様ヒアリング
· 日向ぼっこアンケート実施

· 3keysの学習ボランティアさんへヒアリング
· NPO法人BrainHumanity訪問・ヒアリング
· 関西当事者団体CVV・児童養護施設研究者長瀬様ヒアリング
· 児童養護施設リービングケア委員会でのヒアリング など



■公文式を導入する？？

★学ボラをつけても効果が出づらい★

・学習がかなり遅れていたり、
学習の習慣すらついていない中で
週１～２時間では遅れを取り戻しづらい

・「やっても無理」と思ってる中、
コミュニケーションによって自尊心を
あげる事は学ボラには難しい

「学力」と「意欲」が確実に上がる教材の使用
「スモールステップ教材」によって
①小さな成功体験による「意欲」向上
②学習の穴をなくし「基礎学力」をつける

体系化されており
どの学ボラ
が実施しても
一定の効果が
出るもの

なるべく低学年から
ケアしていく



· 公文導入施設全国で70施設（568施設中）
· 2006年→2008年 10施設が実施をやめている
· 多くの施設で、公文は不安定(ヒアリングによる)

· やめた施設ヒアリング
· １～２時間×週２～６回は職員負担が重い

· 不安定な子が多い中、「子ども：職員＝６：１」は必要

（他の業務が多い中、難しい）

· 導入を迷っている施設ヒアリング
· 確かに児童養護施設の子どもに適切だが、教える人がいない

⇒ 3keysの学習ボランティア×公文

■公文式を導入する？？



■新しい学習ボランティア体制
Vision
「学習」を通じて児童の無限の可能性を引き出す

1st Mission
学習遅れの解消をすることで、学習遅れによる
自己否定感をなくし「自信」「成功体験」増やす

2010年10月
2施設で
中間検証

2011年9月
2施設でモデル
ケース確立
効果実証
NPO法人化

2013年5月
都内10施設まで
展開

2010年6月
トライアル
スタート




